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1. 令和3年3月期第3四半期の連結業績（令和2年4月1日～令和2年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

3年3月期第3四半期 8,309 △12.2 238 0.2 258 4.3 168 △57.4

2年3月期第3四半期 9,469 25.2 238 △17.2 247 △22.1 395 62.8

（注）包括利益 3年3月期第3四半期　　175百万円 （△53.1％） 2年3月期第3四半期　　373百万円 （66.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

3年3月期第3四半期 5.90 ―

2年3月期第3四半期 13.83 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

3年3月期第3四半期 14,432 8,677 59.2

2年3月期 14,363 8,673 59.4

（参考）自己資本 3年3月期第3四半期 8,539百万円 2年3月期 8,536百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00

3年3月期 ― 0.00 ―

3年3月期（予想） 6.00 6.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和3年3月期の連結業績予想（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,009 6.9 384 11.3 390 7.6 214 △44.4 7.49

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 3年3月期3Q 29,786,400 株 2年3月期 29,786,400 株

② 期末自己株式数 3年3月期3Q 1,211,461 株 2年3月期 1,211,461 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 3年3月期3Q 28,574,939 株 2年3月期3Q 28,574,939 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の
変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、【添付資
料】２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染拡大により、社会経済活動が大き

く制限され、国内景気は厳しい状況で推移いたしました。また、先行きの見通しにつきましても、未だ新型コロナ

ウイルス感染症の収束が見通せないことから、引き続き厳しい経済環境が続くことが想定されます。

 このような環境の中、当社グループの主力事業である精密貼合及び高機能複合材部門を取り巻く環境におきまし

ても、汎用品等の製品価格低下等により厳しい環境となりつつありますが、最先端のエレクトロニクス関係製品向

け、自動車業界あるいは医療機器業界向け等の、高付加価値マーケットからの引合いが順調に推移しております。

一方、環境住空間及びエンジニアリング部門におきましては、国内再生可能エネルギー市場に対する期待は高まっ

ているものの、従来型の太陽光発電事業は海外製品の流入により、引き続き厳しい市場環境となりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高8,309百万円（前年同四半期

比12.2％減）、営業利益238百万円（同0.2％増）、経常利益258百万円（同4.3％増）を計上し、親会社株主に帰属

する四半期純利益は168百万円（同57.4％減）となりました。 

 セグメントの経営成績は以下のとおりであります。

 なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を一部変更しており、以下の前年同四半期比につい

ては、前年同四半期の数値を変更後の区分に組み替えた数値で比較しております。また、従来の「環境ビジネス部

門」を「環境住空間及びエンジニアリング部門」へ名称変更しております。

 

精密貼合及び高機能複合材部門

 国内外におけるディスプレイ・タッチパネル市場は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、市場規模は一

時的に縮小することが見込まれます。ユーロカップや東京五輪開催延期の影響により、テレビ用途市場は伸び悩む

一方で、車載用途市場あるいは医療機器用途市場は各種機器・装置のディスプレイ化が更に進むことから、堅調に

拡大することが見込まれます。また、大型モニター市場、デジタルサイネージを中心としたパブリックディスプレ

イ市場も拡大しており、市場全体としては今後も引き続き成長が見込まれます。このような市場の変化の中、精密

貼合技術により一層磨きを掛け、新規生産設備の導入による生産の高度化を実施することにより、難易度の高い技

術を求められる用途製品の開発に取組んでおります。自動車を含めたモビリティについては、多様なパーツのディ

スプレイ化あるいはタッチパネル化が見込まれており、そのための開発要素の強い取組みも実施しております。

 この結果、売上高6,704百万円（前年同四半期比14.6％減）、営業利益187百万円（同0.2％増）となりました。

 

環境住空間及びエンジニアリング部門

 太陽電池の国内市場は、国内制度の変更あるいは海外メーカーの台頭により、国内メーカーにとっては厳しい状

況が続いております。そのため当社グループも、ＯＥＭ供給品へのシフト、更にはＯＥＭ供給品についても製品開

発・用途開拓等の開発要素が大きいものに注力してまいりました。また、今期からは太陽電池だけに留まらず、環

境に配慮した住空間・生活空間あるいは製造環境の構築に貢献するために、メカトロニクス技術も活用した省人化

あるいは省エネルギー化ビジネスにも注力しております。足元の状況としましては、新型コロナウイルス感染症の

影響もあり厳しい環境ではありますが、引合いについては着実に増加しております。

 この結果、売上高1,604百万円（前年同四半期比0.9％減）、営業利益47百万円（同2.0％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が14,432百万円となり、前期末比68百万円の増加となりまし

た。主なプラス要因は、仕掛品の増加147百万円、原材料及び貯蔵品の増加101百万円等であり、主なマイナス要因

は、現金及び預金の減少351百万円等であります。

 負債は5,755百万円となり、前期末比64百万円の増加となりました。主なプラス要因は、支払手形及び買掛金の

増加564百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加500百万円等であり、主なマイナス要因は、長期借入金の減少

815百万円等であります。

 また、株主資本は利益剰余金の減少２百万円により8,545百万円となり、純資産は8,677百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、令和２年５月15日に発表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和２年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,546,381 3,194,702 

受取手形及び売掛金 1,850,303 1,855,304 

商品及び製品 154,395 158,844 

仕掛品 585,059 732,970 

原材料及び貯蔵品 363,889 465,442 

その他 16,052 50,767 

流動資産合計 6,516,080 6,458,031 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,590,201 3,542,606 

土地 2,521,563 2,521,563 

建設仮勘定 2,766,863 575,140 

その他（純額） 464,338 645,858 

有形固定資産合計 7,342,966 7,285,168 

無形固定資産    

その他 3,385 3,322 

無形固定資産合計 3,385 3,322 

投資その他の資産    

退職給付に係る資産 49,123 49,902 

その他 459,309 642,901 

貸倒引当金 △6,984 △6,984 

投資その他の資産合計 501,448 685,818 

固定資産合計 7,847,801 7,974,310 

資産合計 14,363,881 14,432,342 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和２年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 977,002 1,541,211 

短期借入金 1,830,000 1,830,000 

1年内返済予定の長期借入金 460,044 960,044 

未払法人税等 150,614 3,621 

賞与引当金 12,442 3,214 

その他 153,009 125,497 

流動負債合計 3,583,112 4,463,589 

固定負債    

長期借入金 2,071,536 1,256,507 

その他 36,091 35,036 

固定負債合計 2,107,627 1,291,543 

負債合計 5,690,740 5,755,132 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,000,007 2,000,007 

資本剰余金 2,440,803 2,440,803 

利益剰余金 4,971,132 4,968,182 

自己株式 △863,890 △863,890 

株主資本合計 8,548,053 8,545,102 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △11,203 △5,309 

その他の包括利益累計額合計 △11,203 △5,309 

非支配株主持分 136,291 137,417 

純資産合計 8,673,141 8,677,209 

負債純資産合計 14,363,881 14,432,342 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 

 至 令和元年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 
 至 令和２年12月31日) 

売上高 9,469,234 8,309,587 

売上原価 8,598,919 7,438,733 

売上総利益 870,314 870,853 

販売費及び一般管理費 632,112 632,062 

営業利益 238,202 238,791 

営業外収益    

受取利息 5,299 3,196 

受取配当金 7,013 3,916 

投資有価証券売却益 － 23,610 

固定資産賃貸料 863 827 

その他 5,612 5,902 

営業外収益合計 18,788 37,452 

営業外費用    

支払利息 6,074 5,698 

為替差損 2,828 11,612 

その他 464 546 

営業外費用合計 9,367 17,857 

経常利益 247,623 258,386 

特別利益    

固定資産売却益 1,083 181 

受取解決金 300,000 － 

関係会社清算益 27,590 － 

特別利益合計 328,673 181 

税金等調整前四半期純利益 576,297 258,567 

法人税、住民税及び事業税 115,627 72,420 

法人税等調整額 62,825 16,522 

法人税等合計 178,452 88,943 

四半期純利益 397,844 169,624 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,684 1,125 

親会社株主に帰属する四半期純利益 395,160 168,498 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 

 至 令和元年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 
 至 令和２年12月31日) 

四半期純利益 397,844 169,624 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,648 5,894 

為替換算調整勘定 △22,350 － 

その他の包括利益合計 △23,998 5,894 

四半期包括利益 373,846 175,518 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 371,161 174,393 

非支配株主に係る四半期包括利益 2,684 1,125 

 

- 6 -

フジプレアム㈱(4237)令和3年3月期　第3四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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